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雲南市の概況(人口)

【2023雲南市勢要覧より】



雲南市の概況(人口ピラミッド)

【2023雲南市勢要覧より】



雲南市の将来人口推計

【2023雲南市勢要覧より】



雲南市が目指すまちづくり
第2次雲南市総合計画 後期基本計画２０２０－２０２４

基本理念

「生命と神話が息づく 新しい日本のふるさとづくり」

「課題先進地」から「課題解決先進地」へ

挑戦し活力をうみだすまち（産業）

ふるさとを学び育つまち（教育・文化）

支えあい健やかに暮らせるまち（保健・医療・福祉）

安全・安心で快適なまち（定住環境）

みんなで築くまち（協働・行政経営）

まちづくりの将来像



計画に基づく健康なまちづくり目標の達成状況（雲南市）
R元年度 R2 R3 R4 （参考値）

現状値

H25～H29
H26～H30 H27～R1 H28～R2

島根県

H28～R2

男 80.6 延伸 80.7 81.03 81.43 81.24

女 88.1 延伸 88.27 88.04 88.05 87.70

男 18.28 延伸 18.46 18.56 18.58 18.16

女 21.47 延伸 21.49 21.75 21.83 21.36

平均寿命を延伸する（歳）

65歳平均自立期間を延伸す

る（年）

指標 把握方法

島根県健康

指標データ

ベースシス

テム（5年

平均）

目標値性別

平均寿命、平均自立期間とも
県より長く伸び続けている。

要介護認定率19.3％（R5.3月末）
は県内でも低い状況

⇩
元気で長生きする高齢者が多い。



健康増進運動施設における健康づくりの推進

雲南市立病院の理学療法士による「プールリハ教室」



出典：雲南地域第8期介護保険事業計画

公98

公48

公281

民精

100民

115

雲南圏域の医療機関（病床数と位置)

課題

◇診療所医師の高齢化

◇後継者不足の深刻化

◇診療所の閉鎖



医師偏在の状況について

出典：
島根県（医療政策課）
HPより



地域医療連携推進法人
雲南市・奥出雲町地域医療ネットワーク

理事会・総会・評議会の様子
（市報うんなん2023.8月号より）

令和3年6月に「雲南市立病院」と「町立奥出雲病院」で設立
令和5年4月より「平成記念病院」「奥出雲コスモ病院」が加入

「安全かつ安心な医療提供体制の構築」
安定的に医師の確保ができる体制や地域で求められている総合診療医を育成するための医療機関の

連携・システムの構築。医療職の確保や育成を参加医療機関病院間で体制を構築し医療従事者の確保
が困難な施設に対して職員派遣の体制づくり。

「医療従事者がやりがいをもって働ける職場づくり」
参加医療機関相互で職員の研修・派遣、各種研修共同開催の体制づくり。

「参加法人の安定的経営」
県の医療計画、地域医療構想を踏まえた機能分担・

業務連携の協議、共同購入等の仕組みづくり。

「地域包括システムの推進」
医療連携推進コーディネーターと連携し在宅医療介護連携を推進。



周産期医療の機能（役割）分担

島根県HP「周産期医療啓発チラシ」より抜粋

町立奥出雲病院の分娩
取り扱いの休止に伴い
受け皿として雲南市立
病院が役割を担って
いる。

奥出雲町の妊産婦の
雲南市立病院での
分娩数：
令和2年度 9件
令和3年度 26件
令和4年度 36件



周産期情報共有サービス

まめ太郎

妊娠中におけるハイリスク患者の情報・新生児の情報が共有できるサービスです。搬送時の空床情報確
認・母子の情報を一覧で確認できるため、かかりつけ医が休診の場合でも情報を確認することができます。

① 各医療機関の受入れ可能数、受入可否、新生児特定医療の可否を表示します。

Ａ病院

Ｂ病院

Ｄ病院

Ｃ病院

Ｆ病院



ハイリスク患者の出産予定日及び週数や病名、搬送の可能性の度合いの確認、患者一覧をCSVにてダウンロードもでき
ます。

Ａ病院

Ｂ病院

ハイリスク患者情報からも診療情
報提供書を作成できます。

999999



在宅医療・介護連携推進事業

雲南市立病院地域ケア科医師や診療所看護師、介護職、
行政等の多職種で構成。現状や課題を共有し、課題解
決にむけて重層的な支援体制を構築を目指します

多職種連携意見交換会

多職種連携ネットワーク研修会
【医科連携テーマ】施設看取り事例の紹介、

終末期医療の学習会
【歯科連携テーマ】摂食嚥下機能低下者への支援



全国最多の３９個の銅鐸が出土
（加茂岩倉遺跡・銅鐸は国宝）

たたら製鉄の遺構：全国唯一の
現存する高殿（菅谷たたら高殿）

市内医療機関と連携したへき地医療の取組み

スサノオノミコト、クシイナダヒメが
造ったとされる「日本初之宮」
須我神社・和歌発祥の地



雲南市立病院附属掛合診療所の取組み

夢発見ウィーク

（職場体験実習の受入）

服部所長と職員のみなさん 写真：市報うんなん2022.9月号「雲南病院たより」より抜粋

波多診療所の取組み：月1回の医師の診療。月1回は診療看護師
が対応し、必要に応じて遠隔診療（タブレット機器）で待機し
ている掛合診療所の医師につなぐ。



田井地区（準無医地区）における
巡回診療の取組み

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈雲南市 健康福祉部 健康づくり政策課〉 

日  時 ： 毎週火曜日 診察時間９：００～１２：００ 

                受付時間８：３０～１１：３０ 

期  間 ： 令和５年４月４日（火）～ 
令和６年３月２６日（火） 

場  所 ： 田井診療所  

実施医療機関 ： 雲南市立病院 

医  師 ： 内科医師 

 ① 

②  

〈予約診療〉  
初診以外は、原則「予約診療」となります。 

〈予防接種〉  
田井診療所でのインフルエンザの予防接種は行います。その他の予防接種は雲南市

立病院又は他の医療機関へ接種可能かお問い合わせのうえ、ご利用ください。 

お  薬 ： 院外処方または院内処方 

 

令和５年度 巡回診療のお知らせ 

注意事項 

① 院外処方は、ご希望される調剤薬局でのお受け取りとなります。 

② 院内処方は、症状が安定し、お薬に変更のない方で希望された方としま

す。（最長１ヶ月分） 

※ 患者さまの状態によっては、薬剤師による訪問指導（配達）可能な場合も

ありますので、下記連絡先へご相談ください。 

〈連絡先〉 ○開所時間中 ： 田井診療所（電話 0854-75-0010） 

        ○開所時間外 ： 雲南市立病院（電話 0854-47-7500 代表） 




